第1次大戦前, イギリス重工業の資本蓄積 by 森,恒夫
明治大学　社会科学研究所年報
第1次大戦前，イギリス重工業
の資本蓄積
森 恒　夫
The　Capital　Accumulation　of　the　British
Heavy　Industry　Before　1914
Tsuneo　Mori
　周知のように1873年恐慌につづく90年代半ばに至る
までの大不況期，ことに80年代以降，列強による植民
地分割競争が開始され，90年代半ばには世界分割が完
了し，再分割闘争の段階＝帝国主i義段階に入った。こ
の植民地再分割の闘争つまり帝国主義的な列強の抗争
において，相対立する勢力の軸心は，イギリス帝国主
義とドイツ帝国主義であった。すなわち，すでに膨大
な植民地・勢力圏市場を擁し，加えて巨額の海外投資
をもその支えとしていたイギリス帝国主義に対し，ド
イツ帝国主義は重工業を主軸に金融資本を確立し，国
内市場の独占とダムピングおよび大銀行の手で行なわ
れる資本輸出を武器として，かかるイギリスの植民
地・勢力圏市場への進出をはかりつつ，比較的急速な
資本の蓄積をすすめた。ドイツ重工業がいかにイギリ
スの勢力圏市場に喰い込みうるかが，ドイツ帝国主義
の資本蓄積テンポを維持すぺき鍵であったといえる。
したがって当然，噛イギリス，ドイツ両帝国主義の対立
の核心は，ドイツ重工業とイギリス重工業との対抗関
係とならざるをえなかった。イギリス重工業の資本蓄
積過程の解明は，かかる視点からして，古典的帝国主
義の構造的解明の基本作業の1つである。
　ところで，主要鉄鋼，造船会社をとりあげ，ほぼ
1900－14年におけるそれらの資本蓄積過程を考察した
結果えられた，もっとも重要な特徴の1つは，製鋼お
よび圧延諸会社がきわめ漸進的に，極力内部資金の範
囲内で改良的更新的蓄積をすすめたのに対し，軍需企
業の性格の濃い造船＝兵器会社が積極的に外部資金を
調達しながら，蓄積を行なったことにあつた。たとえ
ば，主要鉄鋼一造船一機械（兵器）企業の1つジョ
ン・ブラウン社はigO4－】4年にその総資本額を約358
方ポンドから676万ポンドに増大させたし（固定資産
の増加は約260万ポンドから48ブ万ポンドに），同じ
くヴィッカース社は，子会社・関連会社投資を1903－
09年に183万ポソドから369万ポンドに増加させた。
こうした対照性は，イギリス帝国主義の複雑な構造を
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示すものであった。
　イギリス鉄鋼業はその漸進的な蓄積にようて競争力
の維持をはかりつつ，植民地・勢力圏市場へのドイツ
鉄鋼業の進出を制約したが，その重要な支柱は膨大な
海外投資であり，それは，イギリス産業の低蓄積チム
ポにょり促進されながら，一面で世界経済の拡大に寄
与し，造船業（それはイギリス鉄鋼業にとり，いよい
よ重要な市場となりつつあつた）の拡大を促がし，他
面で間接的に（中国鉄道建設の場合のように直接的な’
例もあったが）イギリス鉄鋼業の市場を維持した。こ
うした関係の後者の側面は，ドイツとの帝国主義的対
立を尖鋭にするものであったが，このことは，世界的
な兵器需要の拡大をもたらし，前述のような造船＝兵
器会社の蓄積を促進した。つまりイギリス重工業は，
鉄鋼業においてはその漸次的・更新的資本蓄積が，ド
イツ重工業の進出にあって絶えず発生の可能性をもつ
過剰資本を潜在させながら，ともかくも漸次的蓄積を
重ね膨大な海外投資と植民地・勢力圏を支えとしてド
イツ重工業の進出に一定の制約を与えるという形で，
相互の対立を激化させていたのであり，同時に対立の
激化じたいは相対的に立遅れているイギリス重工業の
うちで特に軍需的企業の資本蓄積の重要な要因をなし
ていたわけである。しかもこの海外投資は，そうした
帝国主義的対立を含みながらもなお世界経済が拡大
し，かつロンドン金融市場を軸とする世界的な金本位
制を維持せしめる重要な基礎ともなっていたのであ
る。
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